
令和８年度 第1回普及活動検討会

プロジェクト課題No.1

経営継承後の農業法人における
ねぎ、うめの規模拡大と生産性向上

大河原農業改良普及センター

計画期間：令和７～９年度

対象者 ：株式会社舘島田ファームDero （役員３人、社員２人）

チーム員：◎菅野、髙橋、綾井、伊藤、小林
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１．対象者の概要
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(株)舘島田ファームDero (角田市)

変遷

H26 集落営農組織から農事組合法人へ

↓若手３人(30～50代)に経営継承

R6  株式会社 舘島田ファームDero設立

経営(R8)

水稲52ha 麦5ha ねぎ3ha

うめ5ha  梅干し24t(見込み) 他

体制 役員３人、正社員３人、パート従業員



２．課題の背景
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先進事例となる重要な法人

体制整備、技術向上が必要

法人の特徴

 ▹ 若手に世代交代して３年目

 ▹ 従業員を周年雇用＋若手社員(20～30代)

 ▹ 園芸作物・加工に取り組んでいる

法人の目標：令和９年の年間売上１億円

 ▹ 収益向上、周年雇用のための園芸作物の強化

 ねぎの収量向上、うめの規模拡大

 ▹ 適期作業の実現に向けた組織運営の効率化

 作業計画作成・管理体制の見直し



３．昨年度の成果・課題
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ねぎ栽培の振り返り

ねぎ
▹育苗や病害虫防除等の基礎的な技術習得が図られた。

他品目との作業競合により作業が遅れたため、

 栽培体系の見直し、作業の適期実施が課題。

うめ
▹苗木管理や新植時の土づくり等の技術習得が図られた。

若木の育成や省力化を目的とした成木管理が必要。

労務管理
▹役員間で情報共有の場が持たれ、重要性について認識が深められた。

▹進捗管理のために大型モニターが導入されるなど、体制整備が進んだ。

効率的な進捗管理の実践と定着が必要。



４．活動目標と活動事項
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単位：t/10a

R6(現状) R7 R8 R9

目標 1.5 1.8 2.1 2.5

実績 ー 1.5

【令和８年度】

定性的目標

 ▹習得した栽培技術を活用し、ねぎ、うめの適期作業が行われる。

 ▹労務配分や作業計画の改善に向けた具体的な取り組みが行われる。

定量的数値目標：ねぎの10a当たり収量(t)

活動事項

① ねぎの収量向上に向けた適期管理指導

② うめの園地拡大に応じた栽培管理指導

③ 労務配分計画実践に向けた支援



５．活動状況
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提案した作業スケジュール

ねぎの生育状況（７月下旬）

(a)栽培体系の見直しと実践

・栽培に適したほ場を選択し、4ha→3haへ縮小

・2作型(初夏、秋冬どり)から、秋冬どりに限定した

ことにより作業負担・作業競合が軽減した

(b)作業スケジュールの可視化

・作業時期や回数の目安が共有され、

防除、土寄せ等が適期に実施できている

①ねぎの収量向上に向けた適期管理指導



５．活動状況
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現地巡回の様子

土壌分析結果の一例

①ねぎの収量向上に向けた適期管理指導

(c)病害虫及び雑草防除の助言

・定植直後からの中耕や除草剤散布が徹底され、

4～5月の雑草発生を抑制、初期生育が確保できた

・降雨により病害の発生が例年より多いが、

適期の予防散布により被害拡大を抑えられている

(d)施肥体系の見直し

・追肥回数や施肥量の削減による効率的な施肥に向け、

土壌分析、土壌データ測定を定期的に実施している



５．活動状況
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枝に発生した
タマカタカイガラムシ

土着天敵の
アカホシテントウ幼虫

②うめの園地拡大に応じた栽培管理指導

(a)病害虫対策の助言

・防除暦に準じて適期に防除された結果、

病害虫が多発することは無く、収穫量も確保された

・一部で発生しているカイガラムシ類の

被害拡大防止に向け、経過観察と適切な防除を行う予定



５．活動状況

【今年】若木ほ場（７月）
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【一昨年】若木ほ場（７月）

②うめの園地拡大に応じた栽培管理指導

(b)若木ほ場の管理指導

・定植前の適切な土づくりや天候により、

生育は概ね順調

・除草作業が行われ、生育環境が改善

若木の生育を促すための除草の重要性が認識された

・生育を促すために、夏季から秋季にかけて

２回に分けて追肥することとなった
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５．活動状況

【今年】モニターで管理

【昨年まで】ホワイトボード等で管理

③労務配分計画実践に向けた支援

(a)業務進捗の共有の働きかけ

・大型モニターで業務を管理・共有

 ▹ 進捗状況をスマホで確認

 ▹ 優先順位の付けやすさが向上

 ▹ 円滑な労務配分

＋短期アルバイトの雇用計画に活用



５．活動状況
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作業振り返りの様子

振り返りシート

③労務配分計画実践に向けた支援

(b)４～７月の作業の振り返りを実施

・①課題、②できたこと、③次作に向けた対策

について意見を出し合った

・各品目の課題が整理され、次作の生産計画

に活用することとなった

・ねぎの雑草対策は改善が必要

・大幅な作業遅れが減った

・水稲の省力化技術を勉強したい

など



６．今後に向けて

▹ 追肥の時期や量の見直し、適期防除の指導

▹ 作業計画と実績の振り返り、改善点の洗い出し

▹ 若木の生育を経過観察し、適宜栽培上の提案

▹ 成木ほ場の秋季の施肥、樹齢や樹冠に応じた冬季せん定の助言

▹ 秋作業終了後に各品目の課題を改めて整理

▹ 次年度の生産計画策定を支援
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①ねぎの収量向上に向けた適期管理指導

②うめの園地拡大に応じた栽培管理指導

③労務配分計画実践に向けた支援
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